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(57)【要約】
【課題】　液晶表示装置の色再現性を維持しながら輝度
及び電力効率を向上させる液晶表示装置の駆動装置。
【解決手段】　複数のゲート線と、前記複数のゲート線
から絶縁されて交差する複数のデータ線と、前記複数の
データ線と前記複数のゲート線とが交差して囲む領域に
形成され、各々前記ゲート線及びデータ線に連結されて
いるスイッチング素子を有する行列形態に配置された複
数の画素とを含み、各画素は、赤色、緑色、青色及び白
色の画素のうちの一つであり、前記赤色、緑色、青色及
び白色画素が一つのドットを構成する液晶表示装置の駆
動装置であって、前記ゲート線にゲート電圧を供給する
ゲート駆動部と、前記データ線に印加される４色映像信
号に該当するデータ電圧を供給するデータ駆動部と、外
部から印加される３色映像信号を４色映像信号に変換し
、前記変換された４色映像信号を最適化して前記データ
駆動部に提供する信号制御部と、を含む。
【選択図】　図９
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数のゲート線と、前記複数のゲート線から絶縁されて交差する複数のデータ線と、前
記複数のデータ線と前記複数のゲート線とが交差して囲む領域に形成され、各々前記ゲー
ト線及びデータ線に連結されているスイッチング素子を有する行列形態に配置された複数
の画素とを含み、各画素は、赤色、緑色、青色及び白色の画素のうちの一つであり、前記
赤色、緑色、青色及び白色画素が一つのドットを構成する液晶表示装置の駆動装置であっ
て、
　前記ゲート線にゲート電圧を供給するゲート駆動部と、
　前記データ線に印加される４色映像信号に該当するデータ電圧を供給するデータ駆動部
と、
　外部から印加される３色映像信号を４色映像信号に変換し、前記変換された４色映像信
号を最適化して前記データ駆動部に提供する信号制御部と、
　を含む液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２】
　前記信号制御部は、
　外部から印加される３色映像信号を４色映像信号に変換させるデータ変換部と、
　前記データ変換部から出力される４色映像信号を最適化するデータ最適化部と、
　前記最適化されて出力される４色映像信号を、印加されるクロック信号によって前記デ
ータ駆動部に出力するデータ出力部と、
　前記クロック信号を生成して前記データ出力部に提供するクロック発生部と、
　を含む、請求項１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項３】
　前記データ最適化部は、
　前記データ変換部から出力される４色映像信号から無彩色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0

、Ｇ0、Ｂ0）とを分離し、前記無彩色成分（Ｗ0）を下式に従い最大化して前記４色映像
信号を最適化する、請求項２に記載の液晶表示装置の駆動装置：
　Ｗ´＝Ｍｉｎ（Ｗ0、２５５）
　Ｒ´＝Ｒ0＋Ｍａｘ（０、Ｗ0－２５５）
　Ｇ´＝Ｇ0＋Ｍａｘ（０、Ｗ0－２５５）
　Ｂ´＝Ｂ0＋Ｍａｘ（０、Ｗ0－２５５）
　Ｗ´、Ｒ´、Ｇ´及びＢ´：最適化された白色、赤色、緑色及び青色の映像信号。
【請求項４】
　前記データ最適化部は、
　前記データ変換部から出力される４色映像信号から無彩色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0

、Ｇ0、Ｂ0）とを分離し、前記無彩色成分（Ｗ0）を次のように最小化して前記色映像信
号を最適化する、請求項２に記載の液晶表示装置の駆動装置：
　Ｗ´＝Ｗ0－｛最大値－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝
　Ｒ´＝Ｒ0＋｛最大値－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝
　Ｇ´＝Ｇ0＋｛最大値－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝
　Ｂ´＝Ｂ0＋｛最大値－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝
　Ｗ´、Ｒ´、Ｇ´及びＢ´：最適化された白色、赤色、緑色及び青色の映像信号。
【請求項５】
　前記データ最適化部は、
　前記データ変換部から出力される４色映像信号から無彩色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0

、Ｇ0、Ｂ0）とを分離し、前記無彩色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）を均等化
させて前記ＲＧＢＷ画像信号を最適化する、請求項２に記載の液晶表示装置の駆動装置：
　Ｗ´＝｛Ｗ0＋Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝／２
　Ｒ´＝Ｒ0＋｛Ｗ0－Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝／２
　Ｇ´＝Ｇ0＋｛Ｗ0－Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝／２
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　Ｂ´＝Ｂ0＋｛Ｗ0－Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝／２
　Ｗ´、Ｒ´、Ｇ´及びＢ´：最適化された白色、赤色、緑色及び青色の映像信号。
【請求項６】
　前記データ出力部は、前記クロック信号によって前記４色映像信号を保存しておき、３
個の画素単位に当該データを前記データ駆動部に出力する、請求項２に記載の液晶表示装
置の駆動装置。
【請求項７】
　複数のゲート線と、前記複数のゲート線に絶縁して交差する複数のデータ線と、前記複
数のデータ線と前記複数のゲート線とが交差して囲む領域に形成され、各々前記ゲート線
及びデータ線に連結されているスイッチング素子を有する行列形態に配置された複数の画
素とを含み、各画素は赤色、緑色、青色及び白色画素のうちの一つであり、前記赤色、緑
色、青色及び白色画素が一つのドットを構成する液晶表示装置の駆動方法であって、
　外部から印加される３色映像信号を４色映像信号に変換し、前記変換された４色映像信
号を最適化する段階と、
　前記ゲート線にゲート電圧を供給する段階と、
　前記最適化された４色映像信号に該当するデータ電圧を前記データ線に供給する段階と
、
　を含む液晶表示装置の駆動方法。
【請求項８】
　行列形態に配列された赤色、緑色、青色及び白色用複数の画素を含む液晶表示装置を駆
動する装置であって、
　複数の階調電圧を生成する階調電圧生成部と、
　現在映像データと直前映像データとの差に基づいて前記現在映像データを補正処理する
映像信号補正部と、
　前記複数の階調電圧の中から前記処理された映像データに対応する階調電圧を選択し、
データ電圧として前記画素に印加するデータ駆動部とを含み、
　前記映像データは赤色、緑色及び青色の３色映像データであり、
　前記映像信号補正部は、前記３色映像データを赤色、緑色、青色及び白色の４色映像デ
ータに変換し、前記現在映像データと前記直前映像データとの差によって前記３色映像デ
ータと前記４色映像データの中から一つを選択して前記データ駆動部に供給する、
　液晶表示装置の駆動装置。
【請求項９】
　前記映像信号補正部は、
　　前記３色映像信号を前記４色映像信号に変換するデータ変換部と、
　　前記４色映像信号と前記３色映像信号の中から一つを選択して前記データ駆動部に供
給するマルチプレクサと、
　を含む、請求項８に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１０】
　前記マルチプレクサは、外部から印加されるイネーブル信号によって前記３色映像信号
や前記４色映像信号を選択して出力し、
　前記イネーブル信号は、前記マルチプレクサが前記現在映像信号と前記直前映像信号と
の差が設定値以上である場合は前記４色映像信号を出力するようにし、前記差が前記設定
値以下である場合は前記３色映像信号を出力できるようにする、
　請求項９に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１１】
　使用者によって動作状態を変えるスイッチング手段をさらに含み、
　前記イネーブル信号は、前記スイッチング手段の動作によって状態が変わる、
　請求項１０に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１２】
　前記液晶表示装置の動作モードは一般表示モードとテレビモードを含み、前記スイッチ
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ング手段は、前記一般表示モード又は前記テレビモードによって動作状態が変わる、請求
項１１に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１３】
　前記液晶表示装置はＰＩＰ(picture-in-picture)機能を備えており、
　前記イネーブル信号は、前記マルチプレクサが前記ＰＩＰ機能が発揮される領域で前記
４色映像信号を出力するようにし、その他の領域では前記３色映像信号を出力できるよう
にする、請求項１０に記載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１４】
　前記イネーブル信号は、前記液晶表示装置の駆動電源が直流電源である場合は前記マル
チプレクサが前記４色映像信号を出力できるようにし、前記駆動電源が交流電源である場
合には前記マルチプレクサが前記３色映像信号を出力できるようにする、請求項１０に記
載の液晶表示装置の駆動装置。
【請求項１５】
　前記映像信号補正部は、前記データ変換部からの前記４色映像信号を前記液晶表示装置
の特性によって最適化するデータ最適化部をさらに含む、請求項９に記載の液晶表示装置
の駆動装置。
【請求項１６】
　前記映像信号補正部は、前記３色映像信号を受信して一定の時間遅延させて前記マルチ
プレクサに供給する遅延部をさらに含み、
　前記遅延部は、前記３色映像信号がデータ変換部と前記データ最適化部とを経て前記４
色映像信号に変換された後から前記マルチプレクサに印加されるまでの所要時間の間、前
記３色映像信号を遅延させて前記マルチプレクサに印加する、請求項１５に記載の液晶表
示装置の駆動装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、高解像度の動映像を表示する液晶表示装置の駆動装置及びその方法に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　一般的な液晶表示装置（ＬＣＤ）は、画素電極及び共通電極が備えられた二つの表示板
と、その間に入っている誘電率異方性を有する液晶層とを含む。画素電極は行列形態に配
列されており、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）などスイッチング素子に連結されて、一行ず
つ順にデータ電圧の印加を受ける。共通電極は表示板の全面にかけて形成されており、共
通電圧の印加を受ける。画素電極と共通電極及びその間の液晶層は回路的に見れば液晶蓄
電器を構成し、液晶蓄電器はこれに連結されたスイッチング素子と共に画素を構成する基
本単位となる。
【０００３】
　このような液晶表示装置では、二つの電極に電圧を印加して液晶層に電界を生成し、こ
の電界の強さを調節して液晶層を通過する光の透過率を調節することにより所望の画像を
得る。この時、液晶層に一方向の電界が長い時間印加されることによって発生する劣化現
象を防止するために、フレーム毎に、行毎に、又はドット毎に共通電圧に対するデータ電
圧の極性を反転させる。
【０００４】
　一方、色表示を実現するためには、各画素が色相を表示できるようにしなければならな
いが、これは画素電極に対応する領域に赤色、緑色又は青色の色フィルターを備えること
によって可能になる。
【０００５】
　この時、各々の画素に赤色、緑色、青色の色フィルターを多様に配列して様々な色を表
示することができ、配列方法には、同一色の色フィルターを画素列単位に配列するストラ
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イプ（stripe）型、列及び行方向に赤色、緑色、青色の色フィルターを順に配列するモザ
イク（mosaic）型、列方向に単位画素を交差するように互い違いのジグザグ形態に配置し
、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の色フィルターを順に配列するデルタ（delta）
型などがある。デルタ型の場合は、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、青色（Ｂ）の色フィルター
を含む三個の単位画素を一つのドットとして画像を表示する際、画面表示で円形や対角線
を表現するのにおいて有利な表現能力を有している。
【０００６】
　しかし、赤色、緑色、青色の３色画素に基づいて一つのドットを表示する一般的な液晶
表示装置では、光効率が低下するという短所が発生する。具体的に、赤色、緑色、青色の
各々の画素に配置された色フィルターは印加される光の１／３程度だけを透過させるため
、全体的には光効率が落ちるようになる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　したがって、本発明が解決しようとする技術的課題は、液晶表示装置の光効率を高める
ことである。
【０００８】
　また、本発明解決しようとする他の技術的課題は、液晶表示装置の色再現性を維持しな
がら輝度及び電力効率を向上させようとすることにある。
【０００９】
　本発明のまた他の技術的課題は、高解像度の動映像を表示できる液晶表示装置を提供す
ることにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　このような技術的課題を達成するための本発明の一参考例による液晶表示装置は、行方
向には赤色、青色、緑色及び白色の各画素が配置され、列方向には同一色の画素だけが配
置され、前記白色画素の面積が残りの各色画素の各面積より小さくなっている画素配列、
横方向に配置された各画素行に対して各々配置され、各該当画素行の各画素に走査信号又
はゲート信号を伝達するゲート線、前記ゲート線と絶縁交差して縦方向に配置され、各画
素列に対して各々配置され、各該当画素列の各画素に画像信号又はデータ信号を伝達する
データ線、前記各画素に各々形成され、前記データ信号を受け取る画素電極、及び前記各
画素に各々形成され、前記ゲート線に連結されているゲート電極、前記データ線に連結さ
れているソース電極及び前記画素電極に連結されているドレーン電極を備えるスイッチン
グ素子を含む。
【００１１】
　また、本発明の他の参考例による液晶表示装置は、隣接する二行の画素行において緑色
、赤色、青色及び白色画素が互いに隣接して配置されており、前記４個の画素が画像を表
示するための一つのドットを形成し、前記白色画素の面積が残りの各色画素の各面積より
小さい画素配列、前記横方向に前記画素行に対して各々配置されており、前記画素に走査
信号又はゲート信号を伝達するゲート線、縦方向に前記ゲート線と絶縁交差して配置され
ており、画像又はデータ信号を伝達し、前記画素列に対して各々配置されているデータ線
、行及び列方向に前記画素に各々形成されており、前記データ信号が伝達される画素電極
、及び行及び列方向に前記画素に各々形成されており、前記ゲート線に連結されているゲ
ート電極、前記データ線に連結されているソース電極及び前記画素電極と連結されている
ドレーン電極を含むスイッチング素子を含む。
【００１２】
　このような特徴を有する本発明の参考例による液晶表示装置において、前記白色画素に
連結されたゲート線の面積が残りの画素に連結されたゲート線の面積より広くすることが
できる。また、前記白色画素に連結されたゲート線及びデータ線の面積が残りの画素に連
結されたゲート線及びデータ線の面積より広くすることができる。ここで、前記緑色画素
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は前記白色画素に隣接して配置しないことが好ましい。
【００１３】
　本発明の一の特徴による液晶表示装置の駆動装置は、複数のゲート線、前記複数のゲー
ト線に絶縁して交差する複数のデータ線、前記複数のデータ線と前記複数のゲート線とが
交差して囲む領域に形成され、各々前記ゲート線及びデータ線に連結されているスイッチ
ング素子を有する行列形態に配列された複数の画素を含み、各画素は、赤色、緑色、青色
及び白色画素のうちの一つであり、前記赤色、緑色、青色及び白色画素が一つのドットを
構成する液晶表示装置の駆動装置であって、前記ゲート線にゲート電圧を供給するゲート
駆動部、前記データ線に印加される４色映像信号に該当するデータ電圧を供給するデータ
駆動部、及び外部から印加される３色映像信号を４色映像信号に変換し、前記変換された
４色映像信号を最適化して前記データ駆動部に提供する信号制御部を含む。
【００１４】
　ここで、前記信号制御部は、外部から印加される３色映像信号を４色映像信号に変換さ
せるデータ変換部、前記データ変換部から出力される４色映像信号を最適化するデータ最
適化部、前記最適化されて出力される４色映像信号を、印加されるクロック信号によって
前記データ駆動部に出力するデータ出力部、及び前記クロック信号を生成して前記データ
出力部に提供するクロック発生部を含む。
【００１５】
　特に、前記データ最適化部は、前記データ変換部から出力される４色映像信号から無彩
色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）とを分離し、前記無彩色成分（Ｗ0）を次の
ように最大化して前記４色映像信号を最適化して、［Ｗ'＝Ｍｉｎ（Ｗ0、２５５）、Ｒ'
＝Ｒ0＋Ｍａｘ（０、Ｗ0－２５５）、Ｇ'＝Ｇ0＋Ｍａｘ（０、Ｗ0－２５５）、Ｂ'＝Ｂ0

＋Ｍａｘ（０、Ｗ0－２５５）］の前記４色映像信号を最適化することができる。
【００１６】
　また、前記データ最適化部は、前記データ変換部から出力される４色映像信号から無彩
色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）とを分離し、前記無彩色成分（Ｗ0）を次の
ように最小化して、［Ｗ'＝Ｗ0－｛最大値－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝、Ｒ'＝Ｒ0＋｛
最大値－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝、Ｇ'＝Ｇ0＋｛最大値－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝
、Ｂ'＝Ｂ0＋｛最大値－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝］の前記４色映像信号を最適化する
ことができる。
【００１７】
　また、前記データ最適化部は、前記データ変換部から出力される４色映像信号から無彩
色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）とを分離し、前記無彩色成分（Ｗ0）と色彩
成分（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）を均等化させて、［Ｗ'＝｛Ｗ0＋Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0

）｝／２、Ｒ'＝Ｒ0＋｛Ｗ0－Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝／２、Ｇ'＝Ｇ0＋｛Ｗ

0－Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝／２、Ｂ'＝Ｂ0＋｛Ｗ0－Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、
Ｇ0、Ｂ0）｝／２］の前記４色映像信号を最適化することができる。
【００１８】
　一方、前記データ出力部は、前記クロック信号によって前記４色映像信号を保存してお
き、３個の画素単位に当該データを前記データ駆動部に出力することができる。
【００１９】
　本発明のまた他の特徴による液晶表示装置の駆動方法は、複数のゲート線、前記複数の
ゲート線に絶縁して交差する複数のデータ線、前記複数のデータ線と前記複数のゲート線
とが交差して囲む領域に形成され、各々前記ゲート線及びデータ線に連結されているスイ
ッチング素子を有する行列形態に配列された複数の画素を含み、各画素は赤色、緑色、青
色及び白色画素のうちの一つであり、前記赤色、緑色、青色及び白色画素が一つのドット
を構成する液晶表示装置の駆動方法であって、外部から印加される３色映像信号を４色映
像信号に変換し、前記変換された４色映像信号を最適化する段階、前記ゲート線にゲート
電圧を供給する段階、及び前記最適化された４色映像信号に該当するデータ電圧を前記デ
ータ線に供給する段階を含む。
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【００２０】
　また、本発明の一つの特徴による液晶表示装置の駆動装置は、行列形態に配列された赤
色、緑色、青色及び白色用複数の画素を含む液晶表示装置を駆動する装置であって、複数
の階調電圧を生成する階調電圧生成部、現在映像データと直前映像データとの差に基づい
て前記現在映像データを補正処理する映像信号補正部、及び前記複数の階調電圧の中から
前記補正処理された映像データに対応する階調電圧を選択し、データ電圧として前記画素
に印加するデータ駆動部を含み、前記映像データは赤色、緑色及び青色の３色映像データ
であり、前記映像信号補正部は、前記３色映像データを赤色、緑色、青色及び白色の４色
映像データに変換し、前記現在映像データと前記直前映像データとの差によって前記３色
映像データと前記４色映像データの中から一つを選択して前記データ駆動部に供給する。
【００２１】
　前記映像信号補正部は、前記３色映像信号を前記４色映像信号に変換するデータ変換部
、及び前記４色映像信号と前記３色映像信号の中から一つを選択して前記データ駆動部に
供給するマルチプレクサを含む。
【００２２】
　前記マルチプレクサは、外部から印加されるイネーブル信号によって前記３色映像信号
や前記４色映像信号を選択して出力し、前記イネーブル信号は、前記マルチプレクサが前
記現在映像信号と前記直前映像信号との差が設定値以上である場合は前記４色映像信号を
出力するようにし、前記差が前記設定値以下である場合は前記３色映像信号を出力できる
ようにするのが好ましい。
【００２３】
　前記液晶表示装置の駆動装置は、使用者によって動作状態が変わるスイッチング手段を
さらに含み、前記イネーブル信号は前記スイッチング手段の動作によって状態が変わるの
が好ましい。
【００２４】
　前記液晶表示装置の動作モードは一般表示モードとテレビモードとを含み、前記スイッ
チング手段は、前記一般表示モード又は前記テレビモードによって動作状態が変わるのが
好ましい。
【００２５】
　また、前記液晶表示装置はＰＩＰ（picture-in-picture）機能を備えており、前記イネ
ーブル信号は、前記マルチプレクサが前記ＰＩＰ機能が発揮される領域で前記４色映像信
号を出力できるようにし、その他の領域では前記３色映像信号を出力できるようにするこ
ともできる。
【００２６】
　また、前記イネーブル信号は、前記マルチプレクサが前記液晶表示装置の駆動電圧が直
流（ＤＣ）電源である場合は前記４色映像信号を出力できるようにし、前記駆動電圧が交
流（ＡＣ）電源である場合は前記３色映像信号を出力できるようにすることもできる。
【００２７】
　前記映像信号補正部は、前記データ変換部からの前記４色映像信号を前記液晶表示装置
の特性によって最適化するデータ最適化部と、前記３色映像信号を受信して一定の時間だ
け遅延させて前記マルチプレクサに供給する遅延部とをさらに含むことができる。
【００２８】
　この時、前記遅延部は、前記３色映像信号がデータ変換部と前記データ最適化部を経て
前記４色映像信号に変換された後から前記マルチプレクサに印加されるまでの所要時だけ
前記３色映像信号を遅延させ、前記マルチプレクサに印加するのが好ましい。
【発明の効果】
【００２９】
　本発明によれば、４色映像信号のための４個の画素を用いて映像を表示することにより
、光効率を向上させて消費電力を減少させることができ、白色用画素の面積を適切に調節
することによって高い輝度と共に色濃度特性を維持することができる。
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【００３０】
　また、３色映像信号から最適化された４色映像信号を算出できるので、液晶表示装置の
消費電力を効率的に減少させることができ、階調反転時の特性変化を緩和させて画質を向
上させることができる。
【００３１】
　また、４色映像信号を既存の駆動回路（例えば、データ駆動部、ゲート駆動部など）を
用いて液晶パネルに供給できるように４色映像信号を再編成することにより、新しい駆動
回路の使用による費用を節減することができる。
【００３２】
　さらに、映像信号の種類によって３色映像信号を４色映像信号に変換して映像を表示す
るので、輝度が増加して躍動感のある映像を表示することができる。また、光効率が向上
して、バックライト装置による消費電力を減少することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
【図１】本発明の第１参考例による液晶表示装置の画素配列構造を示す図である。
【図２】本発明の第２参考例による液晶表示装置の画素配列構造を示す図である。
【図３ａ】本発明の第３参考例による液晶表示装置の画素配列構造を示す図である。
【図３ｂ】本発明の第３参考例による液晶表示装置の画素配列構造を示す図である。
【図４ａ】本発明の第４参考例による液晶表示装置の画素配列構造を示す図である。
【図４ｂ】本発明の第４参考例による液晶表示装置の画素配列構造を示す図である。
【図５】本発明の第４参考例による液晶表示装置の薄膜トランジスタ基板の構造を示す図
である。
【図６】図５でのVI－VI'線による液晶表示装置用薄膜トランジスタ基板の断面図である
。
【図７】本発明の一参考例による液晶表示装置のブロック図である。
【図８】本発明の一参考例による液晶表示装置の一つの画素に対する等価回路図である。
【図９】本発明の一実施例による映像信号補正部のブロック図である。
【図１０】本発明の一実施例による映像信号補正部のデータ出力タイミング図である。
【図１１】本発明の他の実施例による映像信号補正部のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００３４】
　添付した図面を参考として、本発明の実施例について本発明の属する技術分野で通常の
知識を有する者が容易に実施できるように詳細に説明する。
【００３５】
　図面では、種々の層及び領域を明確に表現するために、厚さを拡大して示す。明細書全
体を通して類似した部分については同じ図面符号を付けた。層、膜、領域、板などの部分
が他の部分の“上にある”とする場合には、その部分の直ぐ上にある場合だけでなく、そ
の中間にまた他の部分がある場合をも含む。反対に、ある部分が他の部分の“直ぐ上にあ
る”とする場合には、その中間に何もないことを意味する。
【００３６】
　図１に、本発明の第１参考例による液晶表示装置の画素配列構造を示す。
【００３７】
　図１に示すように、本発明の第１参考例による液晶表示装置には、各々赤色、緑色及び
青色の色フィルターが配置される赤色、緑色、青色及び白色の４色に用いる各画素（…Ｒ
Ｐ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ…）が形成されており、同一色のための画素が画素列単位に配列さ
れている。この時、白色用画素（ＷＰ）には別途の色フィルターは配置されない。したが
って、行方向には４色用の各画素（…ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ…）が順に配置されており
、列方向には、同じ色のための画素だけが配置されている。このような配置構造は、４色
用の画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）が画素列単位で配置されるストライプ構造を成す。
ここで、４色用の画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）が配置される順序は前記のものに限定
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されず、場合によって配列順序は変更可能である。ただし、緑色用画素（ＧＰ）の透過率
が他の色のための画素に比べて高いので、緑色用画素（ＧＰ）と白色用画素（ＷＰ）との
近接配置を避けることが好ましい。
【００３８】
　このような本発明の第１参考例による画素配列では、行方向に順に配置されている４色
用の画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）群は映像を表示するための基本単位である“ドット
”として用いられる。ここで、ドットを構成する各画素の面積は互いに同一である。
【００３９】
　本発明のように４色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）を一つのドットとして映像を表
示すれば、全体的に光効率が高まる。例えば、液晶表示装置におけるＴＦＴ基板側の偏光
器を通過する光の量を“１”とする。赤色、緑色及び青色の３色用画素（ＲＰ、ＧＰ、Ｂ
Ｐ）でドットを表示する場合には各々全体画素面積の１／３を占め、色フィルターによる
透過率が１／３であるので、一つのドットの全体透過率は、［１／３×１／３（Ｒ）］＋
［１／３×１／３（Ｇ）］＋［１／３×１／３（Ｂ）］＝１／３＝３３．３％となる。
【００４０】
　しかし、本発明の参考例では各々全体画素面積の１／４を占め、白色用画素（ＷＰ）の
透過率が１であるので、一つのドットの全体透過率は、［１／４×１／３（Ｒ）］＋［１
／４×１／３（Ｇ）］＋［１／４×１／３（Ｂ）］＋［１／４×１（Ｗ）］＝１／２＝５
０％となる。したがって、本発明による液晶表示装置は、従来の液晶表示装置に比べて輝
度が約１．５倍程度に高くなることが分かる。
【００４１】
　一方、本発明の一参考例による液晶表示装置は、前述したストライプ構造の以外にも碁
盤構造の画素配列を有することができる。
【００４２】
　図２は、本発明の第２参考例による液晶表示装置の画素配列を示す。
【００４３】
　図２に示すように本参考例では、隣接する二行二列の画素行と画素列において一つのド
ットを成す４色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）が互いに隣接して配置されている。例
えば、行方向には、緑色及び赤色用の各画素（ＧＰ、ＲＰ）又は青色及び白色用の各画素
（ＢＰ、ＷＰ）が順に配列されており、列方向には、緑色及び青色用画素（ＧＰ、ＢＰ）
又は赤色及び白色用画素（ＲＰ、ＷＰ）が順に配置されている。本参考例でも緑色用画素
（ＧＰ）と白色用画素（ＷＰ）とは近接しないように配置するのが好ましい。
【００４４】
　このような参考例による画素配列では、二行二列の画素行と画素列において配置された
４色用の画素群（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）が、映像を表示するための基本単位である“
ドット”として用いられる。したがって、第１参考例のように、白色用画素（ＷＰ）を配
置することによって一つのドットの全体透過率が増加して、本参考例による液晶表示装置
の輝度は従来の液晶表示装置に比べて約１．５倍程度に高くなる。
【００４５】
　前記参考例のように白色用画素（ＷＰ）を追加して配置すれば、輝度が向上する反面、
高輝度での色濃度が低下することがある。
【００４６】
　したがって、輝度を向上させながらも色濃度の低下を防止するために、白色用画素（Ｗ
Ｐ）の面積を調節する。
【００４７】
　図３ａ及び図３ｂに、本発明の第３参考例による液晶表示装置の画素配列を示す。
【００４８】
　図３ａ及び図３ｂに示すように、本参考例による液晶表示装置は、図１に示すように、
４色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）を画素列単位に配置するストライプ構造になって
いるが、白色用画素（ＷＰ）の面積を他の色の画素面積より例えば１／４程度縮少させる
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。
【００４９】
　白色用画素（ＷＰ）の大きさを調節するための一例として、図３ａに示すように、各画
素の間に配置されるデータ線を白色用画素（ＷＰ）側にシフトさせて、残りの赤色、緑色
及び青色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ）の面積を増加させ、三色全体で増加した面積だけ白
色用画素（ＷＰ）の面積を縮少させる。
【００５０】
　他の例としては、図３ｂに示すように、各画素の周辺に配置される配線（例えば、デー
タ線、ゲート線など）の大きさを調節して各画素の面積を調節する。つまり、面積を減ら
そうとする白色用画素（ＷＰ）の周辺に形成された配線の大きさを増加させ、相対的に白
色用画素（ＷＰ）の大きさを減少させる。この時、各画素のデータ線とゲート線とが交差
する領域は互いに容量性負荷として作用しているので、増加させないのが好ましい。
【００５１】
　このように白色用画素（ＷＰ）の面積を減少させ、相対的に他の画素の面積を増加させ
るので、有利な色濃度を維持しながらも、白色用画素（ＷＰ）による輝度増加効果も同時
に得ることができる。
【００５２】
　図４ａ及び図４ｂには、本発明の第４参考例による液晶表示装置の画素配列構造を示す
。
【００５３】
　図４ａ及び図４ｂに示すように、白色画素（ＷＰ）面積が他の各色画素（ＲＰ，ＧＰ，
ＢＰ）より小さいが、本参考例の配列は図２と同様に、二行二列の画素行と画素列におい
て４色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）を隣接するように配置した碁盤構造を有してい
る。ここでは一つの画素行に青色及び赤色用画素（ＧＰ、ＲＰ）が隣接して配置されてお
り、他の画素行には緑色及び白色用画素（ＢＰ、ＷＰ）が隣接して配置されている。
【００５４】
　白色用画素（ＷＰ）の面積を減らす方式のうちの一つとしては、図４ａに示すように、
各画素の間に配置されたデータ線とゲート線の配置位置を調整して赤色、緑色、及び青色
用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ）の面積を増加させ、白色用画素（ＷＰ）の面積を縮少させる
。この時、バックライトの光量と最終目標となる色温度などを考慮して、赤色、緑色及び
青色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ）の面積増加比率と白色用画素（ＷＰ）の面積減少比率を
定める。例えば、青色用画素（ＢＰ）は他の画素に比べて相対的に視認性に影響を与えな
いので、データ線とゲート線の配置状態を調整して青色用画素（ＢＰ）の面積を増加させ
る反面、白色用画素（ＷＰ）の面積を減少させる。
【００５５】
　また、図４ｂに示すように、白色用画素（ＷＰ）の周辺に設置される配線の大きさを調
節して画素面積を減らすことができる。この場合にも、データ線とゲート線とが交差する
領域の面積は変更させない。
【００５６】
　このような画素配列を有する本発明の第４参考例による液晶表示装置の薄膜トランジス
タ基板の構造についてさらに詳細に説明する。
【００５７】
　図５は、本発明の第４参考例による液晶表示装置の薄膜トランジスタ基板の画素構造に
対するレイアウト図である。図６は、図５でのVI－VI'線による液晶表示装置用薄膜トラ
ンジスタ基板の断面図である。
【００５８】
　図５に示すように本発明の第４参考例による薄膜トランジスタ基板には、図４ｂに示す
構造のように、一つの画素行に隣接して緑色及び赤色用画素（ＧＰ、ＲＰ）が配置され、
隣接した他の画素行には、青色及び白色用画素（ＢＰ、ＷＰ）が配置されている。この場
合、緑色及び青色用画素（ＧＰ、ＢＰ）が同じ列に位置し、赤色及び白色用画素（ＲＰ、
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ＷＰ）が隣接した一つ列に配置される。また、白色用画素（ＷＰ）の開口率を他の画素の
開口率より小さくするために、白色用画素（ＷＰ）の面積を減少させる。図４ｂに示すよ
うにデータ線とゲート線の面積を増加させて白色用画素（ＷＰ）の開口率を減少させる。
【００５９】
　さらに具体的に見てみれば次の通りである。
【００６０】
　図５に示すように、横方向には、ゲート信号（走査信号とも呼ぶ）を伝達するゲート線
（又は走査信号線）１２１が画素の行方向に各々の画素行に対して一つずつ形成されてお
り、縦方向には、データ信号（画像信号とも呼ぶ）を伝達し、ゲート線１２１と交差して
単位画素を定義するデータ線１７１がゲート線１２１から絶縁されて画素（…ＢＰ、ＲＰ
、ＧＰ、…）列に対して形成されている。ここで、ゲート線１２１とデータ線１７１とが
交差する付近には、ゲート線１２１に連結されているゲート電極１２３、データ線１７１
に連結されているソース電極１７３、ゲート電極１２３を中心にしてソース電極１７３の
反対側に形成されているドレーン電極１７５、及び半導体層１５０から構成された薄膜ト
ランジスタの各々が配置されている。各画素には、薄膜トランジスタを介してゲート線１
２１及びデータ線１７１と電気的に連結されている画素電極１９０が形成されている。
【００６１】
　また、ゲート線１２１と同一層に、画素電極１９０と重なって保持容量を形成する維持
蓄電器用導電体パターン１７７が形成されている。維持蓄電器用導電体パターン１７７は
ゲート線１２１上に形成されており、接触孔１８７を介して画素電極１９０と連結される
。ゲート線１２１で維持蓄電器用導電体パターン１７７が形成されている部分の幅は、充
分な保持容量を確保するために、維持蓄電器用導電体パターン１７７が形成されていない
部分の幅より広く形成されている。
【００６２】
　また、データ配線はドレーン電極１７５に連結されている。また、画素電極１９０とデ
ータ配線とを連結するための保護膜１８０（図５及び図６参照）の接触孔１８１は維持蓄
電器用導電体パターン１７７の上部に形成されている。各々のデータ線１７１の端には、
外部から映像信号の伝達を受けてデータ線１７１に伝達するためのデータパッド１７９が
各々連結されている。このような構造で各画素列は、データ線１７１に連結されているデ
ータパッド１７９を通じて各々画像信号の伝達を受ける。
【００６３】
　更に具体的に説明すれば、絶縁基板１００の上にゲート配線が形成されている。ゲート
配線は、画素の行方向に各々の画素行に対して一つずつ形成されているゲート線１２１、
ゲート線１２１の端に連結されていて外部からのゲート信号の印加を受け、ゲート線に伝
達するゲートパッド１２５、及びゲート線１２１に連結されている薄膜トランジスタのゲ
ート電極１２３を含む。ここで、ゲート配線はテーパ角を有する。テーパ角は、例えば３
０゜～９０゜でもよい。
【００６４】
　基板１００の上には、窒化ケイ素（ＳｉＮx）などからなるゲート絶縁膜１４０がゲー
ト配線を覆っている。
【００６５】
　ゲート電極１２５のゲート絶縁膜１４０上部には、非晶質シリコンなどの半導体からな
る半導体層１５０が島形に形成されている。半導体層１５０の上部には、シリサイド又は
ｎ型不純物が高濃度にドーピングされているｎ＋水素化非晶質シリコンなどの物質からな
る抵抗性接触層１６０が各々形成されている。これとは異なって、半導体層１５０がデー
タ線１７１の模様に沿って形成されることもできる。
【００６６】
　抵抗性接触層１６０及びゲート絶縁膜１４０の上にはデータ配線が形成されている。デ
ータ配線は、図中縦方向に形成され、ゲート線１２１と交差して画素を定義するデータ線
１７１と、データ線１７１の分枝であり、抵抗性接触層１６０の上部まで延びているソー
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ス電極１７３と、データ線１７１の一方の端に連結されており、外部からの画像信号の印
加を受けるデータパッド１７９と、ソース電極１７３と分離されており、ゲート電極１２
３に対してソース電極１７３の反対側抵抗性接触層１６０上部に形成されているドレーン
電極１７５とを含む。
【００６７】
　データ配線及びこれらが覆わない半導体層１５０上部には、保護膜１８０が形成されて
いる。保護膜１８０には、ドレーン電極１７５及びデータパッド１７９を各々露出する接
触孔１８５、１８９が形成されており、ゲート絶縁膜１４０と共にゲートパッド１２５を
露出する接触孔１８２が形成されている。保護膜１８０はＳｉＮxの単一膜又は有機膜か
ら構成でき、また有機膜／ＳｉＮxから構成することもできる。
【００６８】
　保護膜１８０の上には、画素電極１９０が形成されている。画素電極１９０は、接触孔
１８１を介してドレーン電極１７５と電気的に連結され、画素領域内に配置される。また
、保護膜１８０の上には、接触孔１８２、１８９を介して各々ゲートパッド１２５及びデ
ータパッド１７９に連結されている補助ゲートパッド９５及び補助データパッド９７が形
成されている。
【００６９】
　ここで、画素電極１９０は、図５及び図６に示すように、ゲート線１２１と重なって維
持蓄電器を構成する。保持容量が不足する場合を考慮し、ゲート配線１２１、１２５、１
２３と同一層に保持容量用配線を追加することもできる。
【００７０】
　次には、前述した第１乃至第４参考例による液晶表示装置について図面を参考として詳
細に説明する。
【００７１】
　図７は、本発明の参考例による液晶表示装置のブロック図であり、図８は、本発明の参
考例による液晶表示装置の一つの画素に対する等価回路図である。
【００７２】
　図７に示すように、本発明による液晶表示装置は、液晶表示板組立体３００及びこれに
連結されたゲート駆動部４００とデータ駆動部５００、データ駆動部５００に連結された
階調電圧生成部８００、及びこれらを制御する信号制御部６００を含む。
【００７３】
　液晶表示板組立体３００は、等価回路で見れば、複数の表示信号線（Ｇ1－Ｇn、Ｄ1－
Ｄn）と、これに連結されており大略行列形態に配列された複数の４色用画素集合（ＲＰ
、ＧＰ、ＢＰ及びＷＰで構成されるドット）とを含む。
【００７４】
　表示信号線（Ｇ1－Ｇn、Ｄ1－Ｄm）は、ゲート信号（“走査信号”ともいう）を伝達す
る複数のゲート線（Ｇ1－Ｇn）と、データ信号を伝達するデータ線（Ｄ1－Ｄm）とを含む
。ゲート線（Ｇ1－Ｇn）は大略行方向に延びており、互いにほとんど平行であり、データ
線（Ｄ1－Ｄm）は大略列方向に延びており、互いにほとんど平行である。
【００７５】
　各画素は、表示信号線（Ｇ1－Ｇn、Ｄ1－Ｄm）に連結されたスイッチング素子（Ｑ）と
これに連結された液晶蓄電器（Ｃlc）、及び維持蓄電器（Ｃst）を含む。維持蓄電器（Ｃ

st）は必要なければ省略できる。
【００７６】
　スイッチング素子（Ｑ）は下部表示板１００に備えられている。三端子素子としてその
制御端子及び入力端子は各々ゲート線（Ｇ1－Ｇn）及びデータ線（Ｄ1－Ｄm）に連結され
ている。出力端子は、液晶蓄電器（Ｃlc）及び維持蓄電器（Ｃst）に連結されている。
【００７７】
　液晶蓄電器（Ｃlc）は、下部表示板１００の画素電極１９０と上部表示板２００の共通
電極２７０とを二つの端子兼電極板とし、二つの電極１９０，２７０の間の液晶層３は誘



(13) JP 2010-134470 A 2010.6.17

10

20

30

40

50

電体として機能する。画素電極１９０はスイッチング素子（Ｑ）に連結され、共通電極２
７０は上部表示板２００の前面に形成されて共通電圧（Ｖcom）の印加を受ける。図８と
は違って、共通電極２７０が下部表示板１００に備えられる場合もあり、この時には二つ
の電極１９０，２７０が全て線状又は棒形に形成される。
【００７８】
　維持蓄電器（Ｃst）は、下部表示板１００に備えられた別個の信号線（図示せず）と画
素電極１９０とが重なって形成され、この別個の信号線には共通電圧（Ｖcom）などの定
められた電圧が印加される。しかし、維持蓄電器（Ｃst）は、画素電極１９０が絶縁体を
媒介として前段ゲート線と重なって形成されることができる。なお、前段ゲート線とは、
現在考察中のゲート線の直前に駆動されたゲート線であって、画面との関連では、現在考
察中のゲート線の直ぐ上に配置されることが多く、もし垂直走査の方向が下から上であれ
ば直ぐ下に配置される。
【００７９】
　先に説明したように色表示を実現するためには、各画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）が
色相を表示できるようにしなければならない。これは画素電極１９０に対応する領域に赤
色、緑色、青色の色フィルター２３０を備えることによって可能であり、白色用画素（Ｗ
Ｐ）には色フィルターが備えられていない。このように構成された各画素は、前述の第１
乃至第４参考例と同様に配列することができ、赤色、緑色、青色及び白色用四個の画素（
ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）が一つの“ドット”を構成する。図８では、色フィルター２３
０が上部表示板２００の当該領域に形成されているが、これとは異なって、下部表示板１
００の画素電極１９０の上の又は下に色フィルター２３０を形成することもできる。
【００８０】
　液晶分子は画素電極１９０と共通電極２７０とが生成する電場の変化によってその配列
を変え、これにより液晶層３を通過する光の偏光が変化する。このような偏光の変化は、
表示板１００，２００に付着された偏光子（図示せず）を通すことによって光の透過率変
化に変えられる。
【００８１】
　再び図７を参照すれば、階調電圧生成部８００は、液晶表示装置の輝度に関する複数の
階調電圧を生成する。
【００８２】
　ゲート駆動部４００は液晶表示板組立体３００のゲート線（Ｇ1－Ｇn）に連結され、外
部からのゲートオン電圧（Ｖon）とゲートオフ電圧（Ｖoff）の組み合わせからなるゲー
ト信号をゲート線（Ｇ1－Ｇn）に印加する。
【００８３】
　また、データ駆動部５００は液晶表示板組立体３００のデータ線（Ｄ1－Ｄm）に連結さ
れ、階調電圧生成部８００からの階調電圧を選択して、データ信号としてデータ線（Ｄ1

－Ｄm）に印加する。
【００８４】
　信号制御部６００は映像信号補正部６１０を含む。しかし、映像信号補正部６１０を信
号制御部６００とは異なる別途の装置として構成し、信号制御部６００の外部に設置する
こともできる。
【００８５】
　信号制御部６００は、外部のグラフィック制御器（図示せず）から赤色、緑色及び青色
の３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）及びその表示を制御する入力制御信号、例えば、垂直同期
信号（Ｖsync）と水平同期信号（Ｈsync）、メインクロック（ＭＣＬＫ）、データイネー
ブル信号（ＤＥ）、クロック信号（ＩＰＣ）などの提供を受ける。信号制御部６００は入
力制御信号に基づいてゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）及びデータ制御信号（ＣＯＮＴ２）
などを生成し、ゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）をゲート駆動部４００に伝送し、データ制
御信号（ＣＯＮＴ２）をデータ駆動部５００に伝送する。
【００８６】
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　また、信号制御部６００の映像信号補正部６１０は、３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を赤
色、緑色、青色及び白色の４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）に変え、多様な４色映像信号
（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）の中から最も適した４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）を選択して
データ駆動部５００に伝達する。また、本発明の他の実施例による信号制御部６００の映
像信号補正部６１０は、直前フレームの３色映像信号と現在フレームの３色映像信号（Ｒ
、Ｇ、Ｂ）との差に基づいて映像の種類、つまり、動映像か停止映像かによってデータ駆
動部５００に伝達される４色映像信号（Ｒｏ'、Ｇｏ'、Ｂｏ'、Ｗｏ'）の状態を補正する
。このような映像信号補正部６１０の補正動作については後で詳細に説明する。
【００８７】
　ゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）は、ゲートオンパルス（ゲートオン電圧区間）の出力開
始を指示する垂直同期開始信号（ＳＴＶ）、ゲートオンパルスの出力時期を制御するゲー
トクロック信号（ＣＰＶ）、及びゲートオンパルスの幅を限定する出力イネーブル信号（
ＯＥ）などを含む。
【００８８】
　データ制御信号（ＣＯＮＴ２）は、４色映像信号（Ｒｏ'、Ｇｏ'、Ｂｏ'、Ｗｏ'）の入
力開始を指示する水平同期開始信号（ＳＴＨ）、データ線（Ｄ1－Ｄm）に当該データ電圧
の印加を指示するロード信号（ＬＯＡＤ）、共通電圧（Ｖcom）に対するデータ電圧の極
性（以下、“共通電圧に対するデータ電圧の極性”を略して“データ電圧の極性”とする
）を反転させる反転信号（ＲＶＳ）、及びデータクロック信号（ＨＣＬＫ）などを含む。
【００８９】
　階調電圧生成部８００は、液晶表示装置の輝度に関する複数の階調電圧を生成してデー
タ駆動部５００に印加する。
【００９０】
　データ駆動部５００は、信号制御部６００からのデータ制御信号（ＣＯＮＴ２）によっ
て一つの行の画素に対応する４色映像信号（Ｒｏ'、Ｇｏ'、Ｂｏ'、Ｗｏ'）を順に受信し
、階調電圧生成部８００からの階調電圧のうちで各４色映像信号（Ｒｏ'、Ｇｏ'、Ｂｏ'
、Ｗｏ'）に対応する階調電圧を選択することにより、４色映像データ（Ｒｏ'、Ｇｏ'、
Ｂｏ'、Ｗｏ'）を当該データ電圧に変換する。
【００９１】
　ゲート駆動部４００は、信号制御部６００からのゲート制御信号（ＣＯＮＴ１）によっ
てゲートオン電圧（Ｖon）をゲート線（Ｇ1－Ｇn）に印加し、このゲート線（Ｇ1－Ｇn）
に連結されたスイッチング素子（Ｑ）を導通させる。
【００９２】
　一つのゲート線 Ｇi（ｉ＝１－ｎ）にゲートオン電圧（Ｖon）が印加されてこれに連結
された一つの行のスイッチング素子（Ｑ）が導通している間（この期間を“１Ｈ”又は“
１水平周期”といい、水平同期信号（Ｈsync）、データイネーブル信号（ＤＥ）、ゲート
クロック信号（ＣＰＶ）の一周期と同一である。）、データ駆動部４００は各データ電圧
を当該データ線 Ｄj（ｊ＝１－ｍ）に供給する。データ線（Ｄ1－Ｄm）に供給されたデー
タ電圧は、導通したスイッチング素子（Ｑ）を通じて当該画素に印加される。
【００９３】
　このような方式で、１フレームの期間内に全てのゲート線（Ｇ1－Ｇn）に対して順にゲ
ートオン電圧（Ｖon）を印加し、当該画素行の全ての画素にデータ電圧を印加する。１フ
レームが終われば次のフレームが始まり、各画素に印加されるデータ電圧の極性が直前フ
レームでの極性と反対になるようにデータ駆動部５００に印加される反転信号（ＲＶＳ）
の状態が制御される（“フレーム反転”）。この時、１フレーム内でも反転信号（ＲＶＳ
）の特性によって一つのデータ線を通じて流れるデータ電圧の極性が変わったり（“ライ
ン反転”）、一つの画素行に印加されるデータ電圧の極性も画素毎に互いに異ならせるこ
とができる（“ドット反転”）。
【００９４】
　次に、本発明の一実施例によって、３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を４色映像信号（Ｒ、
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Ｇ、Ｂ、Ｗ）に変更してデータ駆動部５００に供給する映像信号補正部６１０の動作につ
いて図９を参考に詳細に説明する。図９には、本発明の一実施例による映像信号補正部６
１０の構造を示す。
【００９５】
　信号制御部６００は図９に示すように、外部から印加される３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ
）を４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）に変換させるデータ変換部６０１、データ変換部６
０１から出力される４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を最適化するデータ最適化部６０２
、最適化して出力された４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）を印加されたクロック信号
（ＯＰＣ）に同期させてデータ駆動部５００に出力するデータ出力部６０３、及びクロッ
ク信号（ＯＰＣ）を生成してデータ出力部６０３に提供するクロック発生部６０４を含む
。
【００９６】
　このような信号制御部６００は前述された要素だけを含むのではなく、一般的な液晶表
示装置の駆動のための各種制御信号を処理及び生成し、入力される画像データを処理する
機能などを遂行する多数の要素をさらに含むことができる。このような機能及びこれを遂
行する構成要素は既に公知の技術であるのでここでは詳細な説明を省略する。
【００９７】
　このような構造を有する映像信号補正部６１０の動作は次の通りである。
【００９８】
　まず、データ変換部６０１は３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を演算して４色映像信号（Ｒ
、Ｇ、Ｂ、Ｗ）に変換する。このようなデータ変換方法には、２進数の３色映像信号（Ｒ
、Ｇ、Ｂ）から各々白色成分を抽出し、これをハーフトーンプロセスで処理して４色映像
信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を生成する方法、３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の増加値のうちの
最小値を各色毎に増加値から差し引いてこれを白色成分の入力増加値として活用し、白色
差し引き量以外の赤色、緑色及び青色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の増加分を残りの映像信号
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の出力信号として用いる方法などがある。３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を
４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）に変換する方法は既に公知の技術であるので本実施例で
は詳細な説明を省略する。
【００９９】
　この時、データ変換部６０１は、３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）から一つの４色映像信号
（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を生成するのではなく複数の４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を生成
する。したがって、データ最適化部６０２は、複数の４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）の
中から現在液晶表示装置の特性に合わせて４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を最適化して
出力する（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）。例えば、一つの画素を中間階調の１２７番目階調とし
て表現する方法には、（Ｗ＝０、ＲＧＢ＝２５５）、（Ｗ＝１、ＲＧＢ＝２５４）、…（
Ｗ＝１２７、ＲＧＢ＝１２７）、…（Ｗ＝２５５、ＲＧＢ＝０）など２５６個がある。本
発明ではこのような様々な階調表現方式を用いて液晶表示装置の性能を向上させようとし
、どの性能を向上させようとするかによってデータの最適化方法を選択して遂行する。本
発明の実施例では解像度を向上させようとする場合、消費電力を減少させようとする場合
、３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と白色用映像信号（Ｗ）の値を平均的にしようとする場合
などによって４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）の最適化方法を選択して遂行する。
【０１００】
　まず、データ最適化部６０２は、データ変換部６０１からの４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ
、Ｗ）を受信して次の通り無彩色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）とに分ける。
各無彩色成分と色彩成分は次の通り表示できる。
【０１０１】
Ｗ0＝Ｗ＋Ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
Ｒ0＝Ｒ－Ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
Ｇ0＝Ｇ－Ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
Ｂ0＝Ｂ－Ｍｉｎ（Ｒ、Ｇ、Ｂ）
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　次に、液晶表示装置で解像度を向上させようとする場合には、白色用画素（ＷＰ）の階
調と赤色、緑色及び青色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ）の階調の差を極大化させる。
【０１０２】
　例えば、ＴＮ液晶表示装置の場合には、白色用画素（ＷＰ）と赤色、緑色及び青色用画
素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ）が示す階調の差を極大化するほど階調反転時の変化を緩和させる
ことができる。つまり、一つの画素を１２７番目階調として表現しようとする場合には、
（Ｗ＝１２７、ＲＧＢ＝１２７）とするより、（Ｗ＝０、ＲＧＢ＝２５５）又は（Ｗ＝２
５５、ＲＧＢ＝０）とするのが側面視認性などの観点で遥かに有利である。これにより、
現在検討中の液晶表示装置がＴＮモードである場合には、データ変換部６０１から出力さ
れる４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を演算処理して、白色用映像信号（Ｗ）と赤色、緑
色及び青色用映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の階調の差を極大化させる。この時、階調の差を極
大化する方法としては、白色用画素（ＷＰ）の階調値を最大値としたり、白色用画素（Ｗ
Ｐ）の階調値を最少値として赤色、緑色及び青色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ）との差を極
大化させることができる。
【０１０３】
　この場合には消費電力の効率性向上のため、白色用画素（ＷＰ）の階調値を最大値とし
たり、白色用画素（ＷＰ）の階調値を最少値とする。具体的に液晶表示装置が携帯電話な
どに用いられる場合には消費電力を最大限減少させることが重要である。消費電力を最大
限減少させようとする場合には、白色用画素（ＷＰ）に高い電圧がかかり、赤色、緑色及
び青色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ）に低い電圧がかかるようにするのが好ましい。例えば
、ノーマリーブラックモードで１２７番目の階調を表現する際、（Ｗ＝２５５、ＲＧＢ＝
０）とするのが消費電力減少のために有利であり、反対に、ノーマリーホワイトモードで
は（Ｗ＝２５５、ＲＧＢ＝０）とするのがさらに有利である。
【０１０４】
　したがって、消費電力を最大限減少させようとする場合には、次の通り３色映像信号（
Ｒ、Ｇ、Ｂ）から算出された無彩色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）を演算して
、白色用映像信号（Ｗ）が最大値を有する４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）を算出す
る。
【０１０５】
　Ｗ'＝Ｍｉｎ（Ｗ0、２５５）
　Ｒ'＝Ｒ0＋Ｍａｘ（０、Ｗ0－２５５）
　Ｇ'＝Ｇ0＋Ｍａｘ（０、Ｗ0－２５５）
　Ｂ'＝Ｂ0＋Ｍａｘ（０、Ｗ0－２５５）
　これとは違って、白色用画素（ＷＰ）が最小値を有する４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'
、Ｗ'）を算出しようとする場合には、次の通り映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）から算出された
無彩色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）を演算して、白色用映像信号（Ｗ）が最
小値を有する映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）を算出する。
【０１０６】
　Ｗ'＝Ｗ0－｛２５５－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝
　Ｒ'＝Ｒ0＋｛２５５－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝
　Ｇ'＝Ｇ0＋｛２５５－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝
　Ｂ'＝Ｂ0＋｛２５５－Ｍａｘ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝
　これとは違って、側面視認性や消費電力を考慮しなくてもよい液晶表示装置の場合には
、白色用映像信号（Ｗ）と赤色、緑色及び青色用映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の差を極大化す
るよりは類似した値にする方が画質が良くなる。解像度の低い液晶表示装置（例えば、Ｔ
Ｖ用液晶表示装置）の場合は各画素が区分されて見えることがあるので、白色用映像信号
（Ｗ）と赤色、緑色及び青色用映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の輝度が似ているように分布する
のが、均一な感じを与えるので画質がさらに良くなる。この時、白色用画素（ＷＰ）には
色フィルターがないために単位面積当りより多くの光が透過するので、白色用映像信号（
Ｗ）と赤色、緑色及び青色用映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の階調値が同一であるよりは、白色
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用映像信号（Ｗ）の階調値が相対的にさらに低いのが画質向上には有利である。
【０１０７】
　白色用映像信号（Ｗ）と赤色、緑色及び青色用映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）の値を同一にし
ようとする場合には、次のように赤色、緑色及び青色用映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）から算出
された無彩色成分（Ｗ0）と色彩成分（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）を演算し、映像信号（Ｒ'、Ｇ'、
Ｂ'、Ｗ'）を算出する。
【０１０８】
　Ｗ'＝｛Ｗ0＋Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝／２
　Ｒ'＝Ｒ0＋｛Ｗ0－Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝／２
　Ｇ'＝Ｇ0＋｛Ｗ0－Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝／２
　Ｂ'＝Ｂ0＋｛Ｗ0－Ａｖｅｒａｇｅ（Ｒ0、Ｇ0、Ｂ0）｝／２
　一方、さらに良い画質を得るために白色用映像信号（Ｗ）の階調値が相対的に低くなる
ようにする場合には、上記の式によって映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）を算出するので
はなく、他の方法を用いる。
【０１０９】
　前述した最適化方法以外にも他の最適化方法を用いることができ、映像信号（Ｒ'、Ｇ'
、Ｂ'、Ｗ'）が示すことができる最大値（例えば、２５５）を考慮して映像信号（Ｒ'、
Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）を算出する。
【０１１０】
　このようにデータ最適化部６０２によって選択的に最適化され、４色映像信号（Ｒ'、
Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）が生成されて出力されれば、データ出力部６０３は、クロック発生部６
０４から提供されるクロック信号（ＯＰＣ）によって最適化された４色映像信号（Ｒ'、
Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）をデータ駆動部５００に出力する。
【０１１１】
　本発明の一実施例でデータ駆動部５００は、４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）用４色画
素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）によってデータを処理する装置を用いることができるが、
製造原価の上昇などを考慮し、既存の３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）用３色画素（ＲＰ、Ｇ
Ｐ、ＢＰ）に合わせてデータを処理するデータ駆動部を用いるのがさらに好ましい。この
場合、データ最適化部６０２は次の通り４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）を再編成し
てデータ駆動部５００に出力する。
【０１１２】
　４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を処理する場合には既存の３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ
）を処理する場合よりデータ量が１／３ほど多くなるので、画素クロック（pixel　clock
）つまり、クロック信号がその分増加しなければならない。したがって本発明の一実施例
では、クロック発生部６０４が外部から印加されるクロック信号（ＩＰＣ）を処理して、
４分の３倍周期のクロック信号（ＯＰＣ）を生成する。
【０１１３】
　図１０には、前述した第１参考例及び第３参考例のように液晶パネル３００の上に垂直
ストライプ構造形態に４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ
）が配列されている場合、最適化された４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）を出力する
タイミング図を示す。
【０１１４】
　図１０に示すように、データ最適化部６０２から最適化された４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'
、Ｂ'、Ｗ'）が順に入力（Ｒ1Ｇ1Ｂ1Ｗ1、Ｒ2Ｇ2Ｂ2Ｗ2、Ｒ3Ｇ3Ｂ3Ｗ3、…）され、外部
からＲＧＢ用のクロック信号（ＩＰＣ）が入力されれば、データ出力部６０３は、クロッ
ク発生部６０４から入力されるクロック信号（ＯＰＣ）、つまり入力クロック信号の４分
の３倍となる周期を有するクロック信号（ＯＰＣ）によって入力された４色映像信号を、
Ｒ1Ｇ1Ｂ1、Ｗ1Ｒ2Ｇ2、Ｂ2Ｗ2Ｒ3、Ｇ3Ｂ3Ｗ3、…の順に出力する。
【０１１５】
　一方、前述した第２参考例及び第４参考例のように、液晶パネル３００の上に碁盤構造
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形態に４色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）が配置されている場合には、一つのドット
を構成する４色用画素（ＲＰ、ＧＰ、ＢＰ、ＷＰ）が２個のゲート線で制御されて表示さ
れるので、一つのドットを表示するための映像データを保存しておき、次の通り４色映像
信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）を出力する。
【０１１６】
　具体的に、Ｒ1Ｇ1Ｂ1Ｗ1、Ｒ2Ｇ2Ｂ2Ｗ2、Ｒ3Ｇ3Ｂ3Ｗ3、…の順にＲＧＢＷデータが入
力されれば、これを保存しておき、クロック発生部６０４から入力されるクロック信号（
ＯＰＣ）によってＧ1Ｒ1Ｇ2、Ｒ2Ｇ3Ｒ3、…、ＲN-2ＧN-1ＲN-1を先に出力し、その後、
ゲート線が駆動される時にＢ1Ｗ1Ｂ2、Ｗ2Ｂ3Ｗ3、…、ＷN-2ＢN-1ＷN-1の順に出力する
。この場合には、データ出力部６０３が印加される４色用映像データを保存できるように
ラインバッファーを含むことができる。
【０１１７】
　前述したように信号制御部６００の映像信号補正部６１０で処理された４色映像信号（
Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）はデータ駆動部５００に提供され、データ駆動部５００は、水平同期開
始信号（ＳＴＨ）に同期して印加される４色映像信号（Ｒ0'、Ｇ0'、Ｂ0'、Ｗ0'）を各々
対応する階調電圧に変換させた後、印加されるロード信号（ＬＯＡＤ）によって液晶パネ
ル３００のスイッチング素子（Ｑ）の入力端子に印加する。そしてゲート駆動部４００は
、信号制御部６００から出力されるゲートクロック信号（ＣＰＶ）に同期してゲートオン
電圧（Ｖon）をスイッチング素子（Ｑ）の制御端子に印加し、その結果入力端子に印加さ
れたデータ電圧が画素電極に充電される。
【０１１８】
　したがって、各々の画素電極に供給されたデータ電圧と共通電極の電圧との電位差によ
って液晶の配向状態が変わり、それによって光の透過量が変わって、所望の画像が表示さ
れる。
【０１１９】
　次に、本発明の他の実施例によって、３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を４色映像信号（Ｒ
、Ｇ、Ｂ、Ｗ）に変換した後、直前フレームの映像信号と現在フレームの映像信号との差
によってデータ駆動部５００に適切な信号を供給する動作について、図１１を参考に詳細
に説明する。図９に示す映像信号補正部６１０の構造と同一な機能を遂行する装置につい
ては同じ図面符号を付けた。
【０１２０】
　本発明の他の実施例による映像信号補正部６１０は図１１に示すように、３色映像信号
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が入力されるデータ変換部６０１、データ変化部６０１に連結されたデー
タ最適化部６０２、３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が入力される遅延部６０５、データ最適
化部６０２と遅延部６０５に連結されたマルチプレクサ６０６を含む。
【０１２１】
　このような構造を有する本発明の他の実施例による映像信号補正部の動作は次の通りで
ある。
【０１２２】
　図９を参考として、前述した動作によってデータ変換部６０１とデータ最適化部６０２
によって３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）から４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ、Ｗ）に変換した後
、最適化された４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）はマルチプレクサ６０６に入力され
る。
【０１２３】
　また、遅延部６０５は、３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を受信して所定の時間遅延させた
後、マルチプレクサ６０６に入力する。この時遅延部６０５の遅延時間は、３色映像信号
（Ｒ、Ｇ、Ｂ）がデータ変換部６０１とデータ最適化部６０２を経てマルチプレクサ６０
６に到達するまでにかかる時間と同一である。
【０１２４】
　次に、マルチプレクサ６０６は、イネーブル信号（ＥＮ）の状態に応じて二つの入力端
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子に入力された３色又は４色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ又はＲ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）の内から一
つを選択して出力する。
【０１２５】
　本実施例でイネーブル信号（ＥＮ）は、信号制御部６００に入力される現在フレームの
３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）と直前フレームの映像信号とを比較して、映像信号の差の程
度によってイネーブル信号（ＥＮ）の状態が決められる。つまり、直前フレームと現在フ
レームの間の映像信号の差が設定値以下である場合は、直前フレームと現在フレームとの
間のデータ差がほとんどない停止映像画素を表示する状態と判断し、設定値以上である場
合は動映像画素を表示する状態と判断する。したがって信号制御部６００は、動映像画素
を表示する状態と判断されれば、イネーブル信号（ＥＮ）の状態を高レベルである“１”
に決め、停止映像画素を表示する状態である場合は、イネーブル信号（ＥＮ）の状態を“
０”に決める。この時、イネーブル信号（ＥＮ）の状態は変更できる。
【０１２６】
　それにより、マルチプレクサ６０６は、イネーブル信号（ＥＮ）の状態が“１”である
場合、データ最適化部６０２からの最適化された４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）を
選択してデータ駆動部５００に伝達する。反面、イネーブル信号（ＥＮ）の状態が“０”
である場合は、遅延部６０５からの３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を選択してデータ駆動部
５００に伝達する。３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を選択する場合、白色用画素（ＷＰ）の
映像信号（Ｗ）は“０”となる。したがって、信号制御部６００は、表示しようとする映
像の種類によって３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）や４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）の
内から一つを選択し、データ駆動部５００に供給する。
【０１２７】
　また、別途のスイッチを外部に装着してイネーブル信号（ＥＮ）をマルチプレクサ６０
６に伝達することもできる。つまり、使用者によってスイッチング状態が変わる別途のス
イッチを液晶表示装置外部に装着する。その後、液晶表示装置の動作モードが一般的表示
モードかテレビモードかによって使用者によってスイッチ状態が決定され、スイッチを通
じて伝達される信号がイネーブル信号（ＥＮ）としてマルチプレクサ６０６に伝達される
。一般的な表示装置モードである場合はイネーブル信号（ＥＮ）が“０”となり、テレビ
モードである場合はイネーブル信号（ＥＮ）が“１”となって、一般表示装置モードであ
る場合は３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）が選択され、テレビモードである場合は４色映像信
号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）が選択されてデータ駆動部５００に伝達される。この時、液晶
表示装置の動作モードによるイネーブル信号（ＥＮ）の状態は変更でき、同様に３色映像
信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）を選択する場合、白色用画素（ＷＰ）の映像信号（Ｗ）は“０”とな
る。
【０１２８】
　本発明の他の実施例によれば、液晶表示装置にＰＩＰ（picture-in-picture）機能があ
ったり一部領域の輝度を強調できる機能が装着されている場合、これらＰＩＰ機能や輝度
強調機能が発揮される領域でだけ４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）が選択できるよう
に、信号制御部６００がイネーブル信号（ＥＮ）の状態を制御することができる。
【０１２９】
　このように、映像の種類によって４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）や３色映像信号
（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'）を選別的に選択し、データ駆動部５００に伝達して輝度を増加させる
ので、躍動感のある映像を表示することができる。
【０１３０】
　また、本発明は携帯用コンピュータの消費電力増加を防止するためにも利用できる。つ
まり、４色映像信号（Ｒ'、Ｇ'、Ｂ'、Ｗ'）で映像を表示する場合、既に説明したように
３色映像信号（Ｒ、Ｇ、Ｂ）より輝度が約５０％以上増加するので、携帯用コンピュータ
の電力消耗要因の中で多くの部分を占めるバックライト装置の動作状態によって４色映像
信号を選択してデータ駆動部５００に供給することができる。この場合、液晶表示装置の
駆動電源の種類によって、マルチプレクサ６０６に印加されるイネーブル信号（ＥＮ）の
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）を選択し、携帯用電源のＤＣ電源が駆動電源として用いられる場合は４色映像信号（Ｒ
、Ｇ、Ｂ、Ｗ）を選択するようにイネーブル信号（ＥＮ）の状態を制御する。この時、イ
ネーブル信号（ＥＮ）の状態は信号制御部６００によって制御できる。したがって、携帯
用電源を用いる場合には映像の輝度が増加するので、相対的にバックライト装置の電力消
耗が減少する。
【０１３１】
　以上で本発明の好ましい実施例について詳細に説明したが、本発明の権利範囲はこれに
限定されるものではなく、特許請求の範囲で定義している本発明の基本概念を利用した当
業者のいろいろな変形及び改良形態もまた本発明の権利範囲に属する。
【産業上の利用可能性】
【０１３２】
　本発明は、液晶表示装置に適用可能である。
【符号の説明】
【０１３３】
　３　液晶層
　９５　補助ゲートパッド
　９７　補助データパッド
　１００　絶縁基板（下部表示板）
　１２１　ゲート線
　１２３　ゲート電極
　１２５　ゲートパッド
　１４０　絶縁膜
　１５０　半導体層
　１６０　抵抗性接触層
　１７１　データ線
　１７３　ソース電極
　１７５　ドレーン電極
　１７７　維持蓄電器用導電体パターン
　１７９　データパッド
　１８０　保護膜
　１８１、１８２、１８７、１８９　接触孔
　１９０　画素電極
　２００　上部表示板
　２３０　色フィルター
　２７０　共通電極
　３００　液晶表示板組立体
　４００　ゲート駆動部
　５００　データ駆動部
　６００　信号制御部
　６０１　データ変換部
　６０２　データ最適化部
　６０３　データ出力部
　６０４　クラック発生部
　６０５　遅延部
　６０６　マルチプレクサ
　６１０　映像信号補正部
　８００　階調電圧生成部
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